
別記様式第１８号（第１３条関係）

事 業 実 績 書

１ 総括

２ 事業内容
（１）協議会運営

（交付金２，５８７，７８２円、委託料７３５，９３７円、繰入金１４６，２９４円）

派遣職員：１名（陶地域交流センターに派遣）

（２）地域振興
事業名
事業費

事業名
事業費

事業名
事業費

を通して、地域づくりに対する住民の意識が高まっている。今年度は県立大学や地域づくりアドバ
イザーと連携して「陶づくりセミナー」等の住民参加型の取り組みを進めた。今後は、地域内外の
各種団体と連携を更に深め、新たな視点で地域づくりに取り組み、陶のキャッチフレーズ「美しい

団体名 陶連合自治会

（今後に向けて） テーマや対象年齢層を変えてセミナーを開催していきたい。

心ふれ合う陶」の実現を図りたい。

３，４７０，０１３円

事務局の
運営体制

（事務員等の雇用人数） 事務局長：１名 事務員：１名

（運営費の主な内容） 事務局人件費、事務費
（成果・評価） 年間を通じて滞りなく事務局運営を行なうことができた。
（今後に向けて） 事務員を増員し体制を強化していきたい。

事業費

新たな公共ニーズへの対応
１０６，５７３円 （交付金１０６，０００円、繰入金５７３円）

（実施時期） 平成２２年１２月、平成２３年１月、２月
講した。

（実施内容） 山口県立大学、市地域づくりアドバイザーの協力を得て、熟年世代
（50代後半～60代前半）を対象にセミナー（陶づくりセミナー）を開

広報活動
９４３，４９９円 （交付金９４３，０００円、繰入金４９９円）

事業概要

事業概要 （参加人数） ８０人
（成 果） セミナーを３回開講した。
（評 価） 地域参加を通したセカンドライフの充実について学習できた。

自主活動グループの育成を行い、地域参加の促進を図りたい。

（実施時期） 平成２２年４月～２３年３月
（参加人数） ５０人

（今後に向けて） 内容を充実させていきたい。

（成果） 広報誌を１６回発行し、サイトを毎月２回更新した。

（実施内容） 広報誌（陶連合自治会だより、陶連合自治会報）を発行し配布した。
ケータイサイトの内容を更新した。

（評価） 情報発信ができた。

（参加人数） １，０００人
（成果） ４月に開所式と運動会を、１１月にまつりを開催した。

ケータイサイトの会員数を増やしていきたい。

ふれあい推進活動
２８６，８９３円 （交付金２８６，０００円、繰入金８９３円）

ふれあいづくりにつながる他のイベントも企画していきたい。

事業概要

（実施内容） 地区民運動会、地区ふれあい祭りを開催した。平成２２年４月に開園
した陶中央公園の開園式を行った。

（評価） 多くの参加があり、ふれあいづくりが図れた。
（今後に向けて） 内容を充実させていきたい。

（実施時期） 平成２２年４月、１１月

２０年度から「陶クリーン作戦」「陶ふるさと大学」「交通マナーアップin SUE」等の取り組み



事業名
事業費

事業名
事業費

事業名
事業費

（今後に向けて） ５年後を目途に内容の改定を行いたい。

事業名
事業費

事業概要

事業名
事業費

貼り付け、啓発に努めた。

事業概要

会と耐用実験を行った。

（実施内容） ニュースポーツ教室、史跡巡りウォーキングを開催した。

事業概要

（今後に向けて） 健康づくりにつながる他の活動も企画していきたい。

事業概要

（実施時期） 平成２２年７月、９月、１２月
（参加人数） ５０人
（成果） ニュースポーツ教室を２回、ウォーキングを１回開催した。
（評価） スポーツやウォーキングで汗を流し、健康づくりができた。

内容を充実させ、参加者を増やしていきたい。

三世代交流推進
１４，２０１円 （交付金１４，０００円、繰入金２０１円）

（実施内容） グラウンドゴルフ大会を開催した。

（３）地域福祉
健康づくり推進
１４，４６５円 （交付金１４，０００円、繰入金４６５円）

（実施時期） 平成２２年１１月、２３年３月
（参加人数） ５０人
（成果） グラウンドゴルフ大会を２回開催した。
（評価） 各世代の混合チームにすることで三世代の交流が図れた。
（今後に向けて） 内容を充実させ、参加者を増やしていきたい。

高齢者に優しい陶マップづくり
１３７，１９８円 （交付金１３６，０００円、繰入金１，１９８円）

（実施時期） 平成２３年３月

（評価） 高齢者の生活に役立つ情報を提供することができた。

（４）安心・安全
自主防災対策

事業概要 （参加人数） ４０人
（成果） 情報マップを１，０００部作成した。

（実施内容） 高齢者の生活に役立つ情報をまとめた情報マップ（高齢者にやさしい
あんしんマップ）を作成し配布した。

２６６，０６９円 （交付金２６６，０００円、繰入金６９円）

（実施時期） 平成２２年６月、９月、平成２３月３月

（実施内容） 防災用土置き場と防災用品保管庫を設置し、土のう作り講習会を開催
し、土のうの耐用実験を行った。

（参加人数） 講習会３０人 土置き場・保管庫設置は業者に委託
（成果） ６月に土置き場を、３月に保管庫を１ヶ所ずつ設置した。９月に講習

（評価） 災害時に備えることができた。

せて残り２ヶ所にも設置していきたい。

（今後に向けて） 土置き場は今回３ヶ所目を設置し、地域の全域をカバーできるよ
うになった。保管庫は今回１ヶ所目の設置であり、土置き場にあわ

子どもの見守り活動
２１，０００円 （交付金２１，０００円）

（実施時期） 平成２２年４月～７月、平成２２年９月～３月

（実施内容） 小学生下校時に巡回パトロールを実施した。自動車等にステッカーを

（参加人数） １５０人
（成果） 巡回パトロールを６０回実施した。
（評価） 小学生下校時の安全が確保できた。
（今後に向けて） 実施回数や参加者を増やしていきたい。



事業名
事業費

事業概要

事業名
事業費

事業概要

事業名 防災マップづくり
事業費

（実施内容） 各集落で災害時の危険箇所を調査した。
（実施時期） 平成２２年６月～２３年３月

事業概要 （参加人数） ８０人（全１６集落）
（成果） 各集落で災害時の危険箇所を調査した。

事業名
事業費

事業概要

事業名
事業費

事業概要

事業名 法定外公共物補修原材料
事業費

事業概要

反射鏡設置・修復
７１，０００円 （交付金７１，０００円）

（実施内容） 反射鏡の設置・修繕を行った。
（実施時期） 平成２２年１２月
（参加人数） 業者に委託した
（成果） 反射鏡を１ヶ所設置し、１ヶ所修繕した。
（評価） 見通しがよくなった。
（今後に向けて） 要望を把握し、設置・修繕を行っていきたい。

子育てネットワークづくり
５０，０００円 （交付金５０，０００円）

（実施内容） ボランティアグループ（キッズ陶来楽夢）が児童の放課後保育活動を

（実施時期） ２２年４月～７月、平成２２年８月～平成２３年３月
行った。

（参加人数） ３０人
（成果） 放課後保育活動を１２回行った。
（評価） 放課後保育の場が増えた。
（今後に向けて） 利用者を増やしていきたい。

５４，８８０円 （交付金５３，０００円、繰入金１，８８０円）

（評価） 災害時の危険箇所が把握できた。
（今後に向けて） 各集落の危険箇所を集約し、地区の防災マップを作成したい。

（５）環境づくり
土木工事①（法定外公共物）
１，８９４，０００円 （交付金１，８９４，０００円）

（実施内容） 里道の舗装工事を実施した。
（実施時期） 平成２２年１１月～２３年３月
（参加人数） 業者に委託した
（成果） 舗装工事を４ヶ所実施した。
（評価） 里道が通行しやすくなった。
（今後に向けて） 要望を把握し、工事を実施していきたい。

土木工事②（単市土地改良）
２，３２４，０００円 （交付金２，３２４，０００円）

（実施内容） 農業用水路の改良工事を実施した。
（実施時期） 平成２２年１１月～２３年３月
（参加人数） 業者に委託した
（成果） 改良工事を４ヶ所実施した。
（評価） 水田に水があてやすくなり、水路の維持管理がしやすくなった。
（今後に向けて） 要望を把握し、工事を実施していきたい。

６０，０００円 （交付金６０，０００円）
（実施内容） 原材料を支給し、集落等で里道の補修作業を実施した。
（実施時期） 平成２３年３月
（参加人数） ３５人
（成果） 里道の補修作業を実施した。
（評価） 里道が通行しやすくなった。
（今後に向けて） 補修必要箇所を把握し、作業を実施していきたい。



事業名
事業費

事業概要

事業名
事業費

事業概要

事業名
事業費

事業概要

事業名
事業費

事業概要

事業名
事業費

作成し配布した。

事業概要

道路環境美化①（市道）
１４０，２４１円 （交付金１４０，０００円、繰入金２４１円）

（実施内容） 集落単位で市道の環境美化活動を実施した。
（実施時期） 平成２２年６月～２３年３月
（参加人数） ２００人（６集落）
（成果） 各集落で２回ずつ環境美化活動を行った。
（評価） 市道がきれいになり、通行しやすくなった。
（今後に向けて） 取り組み集落数、路線数を増やしていきたい。

道路環境美化②（国道・県道）

（６）地域個性創出

２５０，７１４円 （交付金２４９，０００円、繰入金１，７１４円）
（実施内容） 地区全体で国道・県道周辺や通学路の環境美化活動を実施した。
（実施時期） 平成２２年６月・８月・１１月・２３年２月
（参加人数） ５００人
（成果） ８月・１１月に国道・県道、６月・２月に通学路の環境美化活動を実

（評価） 国道・県道周辺がきれいになり、通学路が通行しやすくなった。

（評価） 地区の歴史を学ぶことができた。
（今後に向けて） 内容を充実させ、受講者を増やしていきたい。

ふるさと再発見
１００，４３９円 （交付金１００，０００円、繰入金４３９円）

（実施時期） 平成２２年７月、１０月、１２月
（実施内容） 地区の歴史講座（陶ふるさと大学）を開講した。

（実施時期） 平成２２年１０月、平成２３年２月

（実施内容） 地元メンバーを中心に活動中の音楽グループの演奏会（ｍｕｓｉｃ陶
来楽夢）を開催した。住民娯楽講座（手品教室）を実施した。

（今後に向けて） 取り組み範囲を広げ、参加者を増やしていきたい。

施した。

地元文化育成
６１，４５０円 （交付金６１，０００円、繰入金４５０円）

（参加人数） ９０人
（成果） 歴史講座を３回開講した。

（評価） 地元に古くからあるお地蔵様を紹介できた。
（今後に向けて） 地区外にも配布し地元の文化財を紹介していきたい。

文化財マップづくり
１１９，１０６円 （交付金１１８，０００円、繰入金１，１０６円）

（実施内容） 地区内にあるお地蔵様を紹介するパンフレット（お地蔵様マップ）を

（実施時期） 平成２３年３月
（参加人数） ３０人
（成果） パンフレットを３，０００部作成した。

（参加人数） １５０人
（成果） 演奏会を１回開催し、娯楽講座を１回実施した。
（評価） 音楽グループを紹介でき、活動の場が広がった。

（今後に向けて） 内容を充実させ、参加者を増やしていきたい。
いち芸を身につけることができた。


